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右心室内腫瘍血栓を有する腎細胞癌の1例
一 本邦報告例の臨床的検討 一

関西労災病院泌尿器科(部 長=広 岡九兵衛)

武 中 篤*,山 田 祐二,島 谷 昇,広 岡九 兵衛

同 心臓血管外科(部 長:清 水幸宏)
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  RENAL CELL CARCINOMA WITH A TUMOR THROMBUS 

EXTENDING INTO THE RIGHT  VENTRICLE  : A CASE REPORT

Atsushi Takenaka, Yuji Yamada, Nobori Shimatani

and Kuhei Hirooka

From the Department of Urology, Kansai Rosai Hospital

Hiroyuki Watanabe, Satoshi Iwaoka and Yukihiro Shimizu

From the Department of Cardiothoracic Surgery, Kansai Rosai Hospital

   A case of left renal cell carcinoma extending into the right ventricle was reported. The  72-
year-old male entered Kansai Rosai Hospital because of dyspnea. Cardiac and abdominal ultraso-
nography revealed a left renal tumor with a tumor thrombus extending into the right ventricle. 
Left nephrectomy and removal of the intracaval and intracardiac tumor thrombus were performed 
with cardiopulmonary bypass. We also analyzed and discussed the 17 cases, including our case, 
reported in Japan. 

                                               (Acta Urol. Jpn. 40: 707-710, 1994) 
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緒 言

腎細胞癌の下大静脈浸潤は約4～10%前 後Dと いわ

れているが心臓内進展を きたすことは比較的稀 であ

る.今 回われわれは,当 初心不全症状から粘液腫が疑

われ,精 査 にて左腎腫瘍の右心室腫瘍血栓 と診断 さ

れ,摘 出術を行った1例 を経験 したので報告する.さ

らに,自 験例を含めた心内腫瘍血栓を有する腎腫瘍本

邦報告17例 の臨床的検討を行った.

症 例

患者=73歳,男 性

主訴=労 作時呼吸困難

既往歴:65歳 時,声 帯腫瘍

家族歴3父 が胃癌 妹が膵癌にて死亡

現病歴:1992年6月 頃より労作時呼吸困難出現し,

また3ヵ 月で10kgの 体重減少を認めたため近医受

*現:西 脇市立西脇病院泌尿器科

診.心 エコーにて右房内粘液腫が疑われたため8月4

日,手 術目的で関西労災病院心臓血管外科に入院した,

入院時現症:身 長164cm,体 重44.5kg,血 圧130/

60mmHg.NewYorkHeartAssociation分 類2

度.腹 壁静脈および精索静脈の怒張や下腿浮腫は認め

なかった.

検査成績=血 液検査ではCRPが1.lmg/d1と 軽

度上昇以外異常所見 は認 めなか った.尿 沈査では

RBC4～6/hpfと 軽度の顕微鏡的血尿を認めた.心

電図上異常は認めなかった.

画嫁検査:胸 部単純写真異常なし.心 エコーにて右

房内に可動性の腫瘤を認め,拡 張期には右心室にまで

およんでお り(Fig,D粘 液腫が疑われた.術 前のス

クリーニソグとして腹部エコーを行ったところ,下 大

静脈内に腫瘍を認め,そ の上方ではさきほどの右房内

腫瘤と連続 していた.さ らに下方では左腎静脈へとつ

ながっており左腎上極 には5cm×5cmの 腫瘤を認

めた.
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武中,ほ か=腎 腫瘍 。心室内腫瘍血栓

腹部CT検 査では,左 腎孟から腎静脈につながる

充実性の腫瘤陰影を認めた(Fig・2)・ 左腎静脈は直径

約3cmと 拡大していた。MRI検 査でも下大静脈か

ら右房につながる腫瘍を認めた(Fig.3).腫 瘍 と血管

壁の間には間隙があ り,下 大静脈は完全閉塞していな

かった,

手術所見=以 上より右心室内腫瘍血栓を伴った左腎

腫瘍の診断にて8月13日 腫瘍血栓摘出および根治的左

腎摘出術を行った.手 術は部分対外循環下,開 心開腹

にて行われた.す なわち,胸 骨縦切開にて上行大動脈

および上大静脈を,右 鼠径部切開にて右大腿静脈を遊

離した.つ いで前胸部創から連続する腹部正中切開を

加え腎門部血管を露出し,左 腎動脈を離断後,左 腎静

脈を切開しさらに腫瘍血栓を切断後これをそれぞれの

内腔に押し込んでタバコ縫合した。 ここでFig.4の

ごとく脱血および注入回路を人工心肺と接続し部分体

外循環を開始した.こ の後心停止をえ,右 房を切開し

腫瘍血栓を下大静脈から慎重に引き抜いた.腫 瘍血栓

は右室,右 房,下 大静脈のいずれとも癒着していなか

った.最 後に左腎をGerota筋 膜 を含めて摘出,体

外循環を終了した.手 術時間は6時 間25分,出 血量は

1、915mlで あった.

摘出標本(Fig.5)=左 腎上極に直径約5cmの 黄

褐色な腫瘍とそれに連続する20cmの 腫瘍血栓を認

めた.

病理組織所見:renalcellcarcinoma,clearcell

type,pT3,pV2,pNOで あ った.術 後はイレウス,

心不全をきたしたが,致 死的ではなかった.術 後体力

低下が著しく,術 後イソターフェロソ投与は行わなか

ったが16ヵ 月現在再発の徴候なく生存中である.

考 察

下大静脈内腫瘍血栓を伴 う腎細胞癌の頻度は4～10

%と されており!),近 年は積極的に手術療法が行われ

ることが多い.そ の成績は遠隔転移,局 所 リソパ節転

移および腎皮膜浸潤がなければStageIの 腎細胞癌

に匹敵するとの報告2)も ある.一 方,心 臓内腫瘍血栓

を伴う腎細胞癌の手術施行例はまだ少 な く,本 邦 で

もわれわれが検索しえたかぎりでは自験 例を含め17

例3-15)にす ぎない.そ こで心臓内腫瘍血栓摘出術を行

った腎細胞癌の本邦報告17例 につき臨床的検討を加え

た.

患側は過去の欧米報告を含めた統計7)で は右腎が

73.6%と 圧倒的に多かったが今回の統計では右腎は17

例中7例,41.2%で あった.一 般的には,解 剖学的に

右腎静脈は左腎静脈 より短いため右腎原発が多いと推
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定 されるが,今 回の本邦例では予想外に左腎原発が多

かった.主 訴については腎癌3主 徴の1つ である血尿

が4例(23.5%)と 最 も多かったがついで下腿浮腫3例,

労作時呼吸困難2例 と.腫瘍血栓症状も多く見られた.

術前診断であるが,最 も重要な点は①腫瘍血栓の先

端の位置と,② 下大静脈あるいは右心房への浸潤の有

無である。従来の下大静脈造影では完全閉塞の場合そ

の上限は不明で上大静脈造影が必要とされた.ま た副

側血行路の描出により間接的に閉塞を推測していた,

従来,下 大静脈の最大径が40m叩 以上では静脈壁へ

の直接浸潤が疑われていたが16),近 年 ではエコーおよ

びMRIに よってかなり容易に腫瘍血栓の進展度を診

断できるようになった.特 に血管壁へ癒着しているか

浮遊しているのかを診断するにはエコーが有用である.

しかし癒着している場合,こ れが血管壁へ浸潤してい

るのかあるいは固着しているのかを実際に診断するの

は経食道的エコーを もってしても困難といわれてい

る17).

手術法に関しては,わ れわれは体外循環下に心停iL

をえ,右 房切開から腫瘍血栓を引き抜いた,体 外循環

使用に関し異議を唱えている論文もあるが13),そ の他

の16例はいずれも体外循環を使用 してお りやは り直視

下の摘出術が勝れていると考 えられた.Fogartyお

よびFoleyCatheterの 使 用が4例 になされている

が,血 管壁に固着した腫瘍の場合これを取 り残す可能

性が高く,慎 重な操作が必要と思われた,出 血量は

800ml～20,000ml(平 均7,722ml),手 術時間は5時

間30分 ～14時 間50分(平 均9時 間44分)で,自 験例は

いずれも平均を下回っていた.術 後合併症では後出血

およびそれに伴 う後腹膜膿瘍が4例 と多 く,全 身ヘパ

リソ化後の術後管理には十分な注意を払 うとともに術

中のoozingも 確実に止血すべきと思われた.

術後経過は転移なし生存5例(平 均観察期間15.2カ

月),転 移 あり生存3例(平 均観察期間5.7ヵ 月),癌

死4例(平 均観察期間6ヵ 月)お よび手術関連死3例

であった.こ の結果は必ずしも満足のゆ くものではな

く問題点も多いが,術 前診断にて① リンパ節および遠

隔転移がない,② 下大静脈,心 房および心室に浸潤が

ない,③ 局所浸潤がないような症例を選択すれぽ,心

臓外科医らと協力の上積極的に試みてもよい術式では

ないかと考えられた.
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